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「
長
恨
歌
」
か
ら
『
長
生
殿
』
に
至
る
墨
書
妃
故
事
の
変
遷
（
上
）

竹
　
村
　
則
　
行

繭

　
本
稿
は
、
唐
・
白
居
易
「
長
恨
歌
」
か
ら
清
・
群
論
『
長
生
殿
』
に
至
る
、
楊
貴
妃
に
取
材
・
言
及
し
た
作
品
・
記
録
を
中
心
に
し

て
、
歴
代
の
文
人
に
よ
っ
て
描
写
さ
れ
て
来
た
種
々
の
楊
貴
妃
故
事
の
変
遷
に
つ
い
て
、
系
統
的
に
概
括
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
楊
貴
妃
が
八
世
紀
前
半
の
中
国
盛
唐
に
於
て
玄
宗
の
愛
妃
と
し
て
栄
華
を
極
め
た
事
、
及
び
七
五
六
年
、
安
黒
山
乱
の
渦
中
に
馬
鬼
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駅
に
於
て
非
業
の
死
を
遂
げ
た
諸
等
に
つ
い
て
は
、
今
更
改
め
て
贅
言
を
要
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
塩
竃
の
没
後
五
十
年
、
白
居
易

の
「
長
恨
歌
」
に
ロ
マ
ン
盗
れ
る
玄
宗
楊
墨
黒
の
情
愛
が
歌
い
込
ま
れ
る
事
に
よ
っ
て
、
そ
の
後
の
中
国
は
も
と
よ
り
、
わ
が
国
平
安

時
代
以
後
の
日
本
文
学
に
も
甚
大
な
影
響
を
与
え
て
い
る
事
も
、
基
本
的
に
は
既
に
言
い
尽
く
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
こ
こ
で
、
我
々
が
”
絶
世
の
美
女
”
至
貴
妃
に
つ
い
て
”
知
っ
て
い
る
”
事
を
今
一
度
謙
虚
に
問
い
直
し
て
み
る
と
、
実

は
全
く
あ
や
ふ
や
で
あ
る
事
に
気
付
く
。
そ
の
出
自
、
そ
の
容
貌
、
寿
王
妃
か
ら
楊
太
古
～
玄
宗
妃
へ
と
移
行
す
る
履
歴
、
馬
丁
で
の

最
期
等
々
を
考
え
て
も
、
我
々
が
今
日
知
り
得
て
い
る
の
は
、
基
本
的
に
は
「
長
恨
歌
（
伝
）
」
　
『
資
治
通
義
』
　
『
新
・
玉
書
書
』

『
太
真
外
伝
』
等
々
に
記
述
さ
れ
た
記
録
を
基
に
し
て
、
勝
手
に
想
像
を
膨
ら
ま
せ
て
イ
メ
：
ジ
し
た
楊
貴
男
像
に
過
ぎ
な
い
。

　
今
日
の
楊
貴
妃
伝
説
の
典
型
と
な
っ
た
白
居
易
「
長
恨
歌
」
は
楊
貴
意
没
後
五
十
年
に
構
想
さ
れ
た
。
そ
の
当
時
、
白
居
易
は
当
然

楊
貴
命
の
姿
を
実
見
す
る
事
は
無
く
、
　
「
長
恨
歌
」
は
恐
ら
く
当
時
当
地
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
楊
推
量
伝
説
を
巧
妙
に
仕
組

　
　
　
　
　
　
　
　
け

ん
だ
も
の
で
あ
る
。
し
て
み
れ
ば
、
楊
貴
妃
故
事
は
典
型
化
さ
れ
た
当
初
か
ら
、
既
に
実
態
の
如
何
に
関
わ
ら
ず
、
想
像
に
よ
る
文
飾
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中
国
文
学
論
集
　
第
二
十
四
号

の
要
素
を
分
ち
難
く
具
有
し
て
い
た
。
而
も
そ
れ
が
盛
唐
の
愛
妃
の
栄
華
と
零
落
に
纏
わ
る
故
事
で
あ
れ
ば
、
中
豊
唐
の
み
な
ら
ず
、

後
世
の
中
国
や
日
本
の
文
人
に
と
っ
て
、
絶
好
の
話
柄
で
あ
っ
た
の
は
間
違
い
な
い
。

　
こ
う
し
て
、
楊
貴
妃
絶
世
美
人
説
は
、
同
時
代
の
李
白
「
清
平
二
期
」
に
早
く
淵
源
を
見
る
も
の
の
、
実
質
的
に
は
白
居
易
「
長
恨

歌
」
に
於
て
典
型
化
さ
れ
た
も
の
と
私
は
考
え
る
。
そ
の
後
の
関
連
作
品
に
お
け
る
里
馬
妃
の
栄
華
か
ら
零
落
に
至
る
物
語
の
展
開
も
、

基
本
的
に
は
全
て
白
居
易
「
長
恨
歌
」
に
於
て
設
定
さ
れ
た
祖
型
の
枠
組
み
を
出
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
但
し
、
全
て
の
関
連
作
品

が
「
長
恨
歌
」
と
同
型
と
い
う
訳
で
は
な
い
。
元
・
王
伯
成
「
天
宝
遺
事
諸
同
調
」
に
は
民
間
芸
能
と
し
て
の
楊
貴
妃
像
の

”
通
俗
性
”
が
見
ら
れ
る
し
、
南
宋
・
無
名
氏
「
梅
妃
伝
」
に
於
て
は
梅
妃
を
楚
々
と
し
た
主
役
に
設
定
し
た
結
果
、
楊
愛
妃
は
澗
症

の
”
悪
女
”
と
し
て
描
か
れ
る
。
こ
の
傾
向
は
、
明
・
憂
世
美
『
驚
勲
記
』
も
同
様
で
あ
る
。
清
・
洪
昇
『
長
生
殿
』
に
於
て
は
、
こ

れ
ら
の
従
来
の
楊
貴
妃
伝
説
を
”
情
”
の
観
念
の
下
に
取
捨
し
て
ま
と
め
上
げ
、
特
に
後
半
の
大
団
円
描
写
に
特
色
を
見
せ
る
。

　
本
稿
は
、
こ
れ
ら
の
楊
貴
妃
に
取
材
し
た
文
学
作
品
に
つ
い
て
、
今
一
歩
立
ち
入
っ
て
考
察
し
、
そ
こ
に
描
か
れ
た
港
都
妃
故
事
、

楊
貴
妃
像
の
変
遷
に
つ
い
て
検
討
す
る
事
を
通
し
て
、
　
『
楊
貴
妃
文
学
史
研
究
』
と
も
名
づ
く
べ
き
、
一
種
の
個
別
題
目
に
よ
る
文
学

史
研
究
を
目
論
む
も
の
で
あ
る
。

㎜
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二

　
李
白
「
清
平
調
質
」
三
首
は
、
玄
宗
と
楊
貴
妃
の
牡
丹
の
花
見
に
急
遽
召
し
出
さ
れ
た
翰
林
学
士
李
白
が
、
楊
貴
妃
の
眼
前
で
楊
貴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ

妃
と
牡
丹
の
悪
趣
を
巧
み
に
詠
み
込
ん
だ
も
の
と
さ
れ
る
。
同
時
期
の
杜
甫
が
寛
に
楊
貴
著
の
御
前
に
侍
る
機
会
が
無
か
っ
た
事
や
、

中
唐
の
白
居
易
「
長
恨
歌
」
が
楊
乾
葉
没
後
五
十
年
に
詠
ま
れ
た
事
等
を
考
え
る
と
、
李
白
の
こ
の
連
作
詩
は
、
唯
一
作
者
が
楊
質
受

の
面
前
で
そ
の
艶
美
を
詠
ん
だ
詩
篇
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
そ
の
詩
は
し
か
し
、
如
何
に
も
夢
幻
と
仙
女
と
月
世
界
と
を
好
ん
だ
詩
仙

の
詩
ら
し
く
、
瀞
荘
と
し
て
掴
み
所
が
無
い
。
そ
の
中
で
、
後
世
物
議
を
醸
し
た
の
は
次
の
其
二
詩
で
あ
る
。

　
　
一
枝
紅
艶
露
凝
香
　
　
一
枝
の
紅
艶
　
露
　
香
を
凝
ら
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
な

　
　
雲
雨
巫
山
柾
断
腸
　
　
雲
雨
　
巫
山
　
柾
し
く
断
腸
せ
ん



　
　
借
問
漢
宮
誰
得
似
　
　
借
問
す
　
漢
宮
　
誰
か
似
る
を
得
ん

　
　
可
憐
飛
燕
椅
新
牧
　
　
可
憐
の
飛
燕
　
新
粧
に
俺
る

　
　
　
　
　
　
る
　

　
『
太
真
外
伝
』
に
拠
れ
ば
、
こ
の
詩
に
於
て
李
白
が
楊
貴
妃
を
漢
の
趙
飛
燕
に
喩
え
た
の
は
、
”
製
酪
を
甚
だ
賎
し
ん
だ
も
の
”
と

し
て
、
高
力
士
が
楊
貴
妃
に
早
言
を
し
て
、
李
白
を
疑
め
た
と
い
う
。
ま
た
瀟
士
寄
親
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
に
李
白
が
言
う
「
雲
雨
巫
山
」

と
は
、
先
王
と
裏
王
と
に
共
に
契
っ
た
神
女
を
、
玄
宗
と
愚
婦
に
共
に
仕
え
た
楊
貴
妃
に
喩
え
て
い
る
の
で
あ
り
、
　
「
柾
断
腸
」
と
は

楊
貴
誌
を
忘
れ
ら
れ
な
い
寿
王
の
無
念
さ
を
述
べ
た
も
の
だ
と
い
う
。
こ
こ
で
確
認
し
て
お
き
た
い
の
は
、
高
力
士
の
識
…
言
や
薫
士
賛

の
解
釈
は
あ
く
ま
で
他
人
の
解
釈
で
し
か
な
い
事
で
あ
る
。
決
し
て
李
白
が
自
ら
そ
の
様
に
詩
篇
の
意
図
を
表
明
し
て
い
る
訳
で
は
な

い
。
問
題
と
す
べ
き
は
、
果
し
て
李
白
自
身
に
そ
の
様
な
楊
貴
意
忍
言
や
あ
か
ら
さ
ま
な
調
刺
の
意
図
が
あ
っ
た
か
否
か
で
あ
る
。
そ

し
て
そ
の
答
え
は
、
李
白
に
は
固
よ
り
楊
貴
妃
を
諜
言
す
る
意
図
は
当
初
か
ら
無
か
っ
た
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
何
故
な
ら
ば
、
翰

林
学
士
李
白
が
こ
こ
で
そ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は
何
も
無
い
か
ら
で
あ
る
。
但
し
、
奇
言
は
固
よ
り
捏
造
さ
れ
る
。
本
人
に

そ
の
意
図
が
無
く
て
も
、
他
人
が
そ
れ
を
諸
言
の
ネ
タ
に
す
る
不
安
材
料
は
言
言
妃
の
側
に
は
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
高
力
士
の
隷
言
や

薫
士
賛
の
解
釈
に
指
摘
さ
れ
た
出
自
の
卑
賎
さ
や
経
歴
の
異
常
さ
を
楊
貴
妃
は
容
易
に
は
払
拭
し
難
か
っ
た
の
が
実
情
で
は
な
か
っ
た

か
。
李
白
は
春
巻
妃
の
こ
れ
ら
の
事
実
に
つ
い
て
、
同
時
代
人
と
し
て
、
噂
話
も
含
め
て
全
く
知
ら
な
か
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
当

然
幾
分
か
或
い
は
十
分
に
知
悉
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
日
頃
知
り
得
て
い
る
事
実
を
牡
丹
の
花
見
の
応
群
言
に
点
て
、
何
の

こ
だ
わ
り
も
無
く
サ
ラ
リ
と
言
っ
て
の
け
た
所
に
、
詩
仙
李
白
の
本
領
を
見
て
取
る
思
い
が
筆
者
に
は
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
ら
ロ

　
杜
甫
は
楊
雲
量
と
時
代
を
同
じ
く
す
る
が
、
場
面
を
同
じ
く
し
な
い
。
例
え
ば
「
麗
人
行
」
詩
は
、
天
宝
十
二
載
（
七
五
三
年
〉
三

月
、
曲
江
の
祓
襖
に
集
う
楊
貴
妃
一
族
の
豪
勢
さ
を
詠
む
が
、
こ
の
年
、
な
お
無
官
の
杜
甫
は
長
安
に
居
住
し
て
は
い
た
も
の
の
、
曾

て
の
李
白
の
様
に
、
宮
廷
人
と
し
て
玄
宗
や
揚
受
認
の
身
近
に
侍
る
事
は
無
か
っ
た
。
従
っ
て
、
そ
の
「
麗
人
行
」
詩
に
於
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

　
　
紫
駝
之
峰
出
翠
釜
　
水
精
之
舟
行
素
鱗
　
　
紫
駝
の
峰
を
歯
釜
よ
り
出
し
　
水
精
の
盤
に
素
鱗
を
行
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ズ

　
　
犀
云
誤
飯
久
未
下
　
鶯
刀
縷
切
降
嫁
論
　
　
犀
筋
は
厭
飲
し
て
久
し
く
未
だ
下
さ
れ
ず
　
鶯
刀
は
縷
催
し
て
空
し
く
謬
論
た
り

と
述
べ
る
一
族
の
豪
華
な
食
事
の
様
子
も
、
杜
甫
自
ら
が
百
官
の
一
と
し
て
直
接
に
関
わ
る
の
で
は
無
く
、
杜
甫
は
大
勢
の
一
般
大
衆

の
一
人
と
し
て
遠
く
か
ら
見
物
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
杜
甫
の
こ
の
立
場
を
更
に
典
型
的
に
鮮
明
に
表
現
す
る
の
は
、
天
宝
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中
国
文
学
論
集
　
第
二
十
四
号

十
四
載
十
一
月
、
即
ち
安
瀬
山
挙
兵
の
正
し
く
同
年
同
月
に
詠
ま
れ
た
「
自
費
赴
音
画
縣
詠
懐
五
百
字
」
詩
で
あ
る
。
そ
こ
に

　
　
凌
農
過
驕
山
　
御
楊
在
備
煉
　
　
凌
農
　
騙
山
を
過
れ
ば
　
御
膳
　
門
魔
に
在
り

と
あ
り
、
長
安
か
ら
奉
先
県
に
赴
く
途
次
、
杜
甫
が
玄
宗
楊
露
語
の
避
寒
先
基
山
の
華
清
宮
を
通
過
し
た
事
を
述
べ
る
。
中
の
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
っ

賜
浴
皆
長
櫻
　
與
宴
非
短
褐

形
庭
所
分
畠
　
本
自
寒
女
出

　
　
朱
門
酒
肉
臭

　
　
榮
枯
腿
尺
異

等
の
詩
句
か
ら
、

～

路
有
凍
死
骨

個
恨
難
再
述

　
　
　
　
　
　
　
杜
甫
が
虐
げ
ら
れ
た
庶
民
の
苦
悩
を
描
く
事
に
よ
っ
て
、

矛
盾
を
敏
感
に
肌
身
に
感
じ
取
っ
て
い
る
事
が
歴
然
と
す
る
。

頭
」
詩
で
は
、
楊
貴
妃
の
死
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
な

　
　
明
眸
皓
歯
今
何
在
　
血
汚
遊
魂
蹄
不
得
　
　
・
明
眸
皓
歯
　
今
何
く
に
か
在
る
　
血
汚
の
遊
魂
　
帰
る
こ
と
得
は
ず

　
　
清
滑
東
流
創
閣
深
　
去
住
彼
此
無
消
息
　
　
比
量
は
東
流
し
　
剣
閣
は
深
し
　
去
住
　
彼
此
消
息
無
し

と
詠
む
が
、
楊
貴
誌
へ
の
一
方
的
な
甘
美
な
同
情
は
こ
こ
に
は
無
い
。
そ
し
て
最
後
に
、
至
徳
二
載
（
七
五
七
年
）
に
詠
ま
れ
た
「
北

征
」
詩
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と

　
　
憶
昨
狼
狽
初
　
事
與
古
先
別
　
　
憶
ふ
　
昨
　
狼
狽
の
初
め
　
事
　
古
先
と
別
な
れ
り

　
　
姦
臣
寛
薙
臨
　
同
悪
随
蕩
析
　
　
姦
臣
は
寛
に
董
酪
に
せ
ら
れ
　
同
悪
　
随
っ
て
謹
書
さ
る

　
　
不
聞
夏
股
衰
　
中
自
諌
褒
旭
　
　
聞
か
ず
　
夏
股
の
衰
へ
し
と
き
　
中
に
自
ら
褒
・
姐
を
忽
せ
し
を

と
あ
り
、
墨
摺
妃
は
周
・
股
の
褒
誉
や
姐
妃
に
も
比
す
べ
き
悪
女
と
し
て
括
ら
れ
る
。
杜
甫
は
、
こ
の
直
前
に
粛
宗
治
下
で
待
望
の
諌

官
た
る
左
拾
遺
職
に
就
い
た
事
も
あ
っ
て
、
こ
の
詩
で
は
、
”
傾
国
”
の
”
尤
物
”
と
し
て
の
楊
貴
妃
批
判
が
甚
だ
辛
辣
で
あ
る
。

　
以
上
、
李
白
と
杜
甫
が
楊
貴
妃
に
つ
い
て
詠
ん
だ
主
要
作
品
に
つ
い
て
見
て
来
た
。
李
白
や
杜
甫
に
は
、
こ
の
他
に
も
楊
貴
妃
を
西

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
り

王
母
に
喩
え
た
詩
篇
な
ど
が
あ
り
、
戸
崎
論
文
に
よ
れ
ば
、
李
白
・
杜
甫
は
墨
黒
妃
を
「
仙
界
の
女
王
、
淫
奔
な
る
妖
姫
で
あ
る
と
観

浴
を
賜
ふ
は
　
皆
長
縷
に
し
て
　
宴
に
与
か
る
は
　
騰
落
に
非
ず

形
庭
の
分
つ
所
の
吊
は
　
本
と
寒
女
よ
り
出
つ
る
な
り

　
　
～

朱
門
に
酒
肉
臭
く
　
路
に
凍
死
の
骨
有
り

栄
枯
　
腿
尺
に
異
な
り
　
個
廉
し
て
　
再
び
述
べ
難
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
さ
に
安
禄
山
石
勃
発
の
そ
の
時
点
に
お
け
る
唐
王
朝
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
が
て
安
禄
山
乱
後
、
楊
貴
妃
没
後
の
曲
江
の
零
落
を
描
い
た
「
哀
江

［
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て
い
た
」
と
さ
れ
る
。

　
そ
し
て
、
以
上
に
検
討
し
た
数
篇
の
詩
篇
か
ら
、
同
時
代
人
の
李
白
・
杜
甫
に
於
て
も
、
宮
廷
人
で
あ
る
と
否
と
に
関
わ
ら
ず
、
楊

貴
妃
に
つ
い
て
の
知
見
は
、
当
時
の
噂
話
程
度
以
上
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
事
が
推
測
さ
れ
る
。
当
然
か
も
知
れ
な
い
が
、

こ
の
、
誰
も
が
楊
貴
妃
に
つ
い
て
知
っ
て
い
て
、
而
も
誰
も
そ
の
実
相
に
つ
い
て
定
か
に
は
知
ら
な
い
と
い
う
楊
貴
妃
故
事
の
特
徴
は
、

次
の
白
居
易
「
長
恨
歌
」
に
於
て
、
ロ
マ
ン
濫
れ
る
美
人
楊
貴
妃
を
自
由
な
想
像
に
よ
っ
て
無
尽
に
造
り
出
す
大
き
な
要
素
で
あ
っ
た
。

三

　
陳
鴻
「
長
恨
歌
心
」
の
識
語
に
拠
れ
ば
、
白
居
易
「
長
恨
歌
」
（
以
下
「
歌
」
と
略
称
）
及
び
陳
鴻
「
長
恨
歌
論
」
（
以
下
「
伝
」
と
略

称
）
は
、
元
和
元
（
八
〇
六
）
年
十
二
月
、
整
屋
県
尉
と
な
っ
て
赴
任
し
た
白
居
易
を
歓
迎
し
て
、
こ
の
地
に
住
む
陳
鴻
と
王
質
夫
と

が
連
れ
立
っ
て
名
刹
仙
遊
寺
に
遊
ん
だ
際
に
構
想
さ
れ
た
。
最
終
稿
は
後
日
に
完
成
し
た
と
し
て
も
、
　
「
歌
」
　
「
伝
」
制
作
の
契
機
が

こ
の
時
に
在
っ
た
と
す
る
「
伝
」
の
識
語
は
信
ず
る
に
足
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
う
ち
「
歌
」
に
つ
い
て
は
今
日
既
に
多
く
検
討
さ
れ
て

い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
研
究
が
比
較
的
手
薄
に
見
え
る
「
伝
」
を
中
心
に
し
て
考
察
す
る
事
に
す
る
。

　
陳
鴻
「
長
恨
歌
伝
」
は
今
日
三
種
類
の
異
本
が
伝
え
ら
れ
る
。
即
ち
、

　
　
A
　
『
白
氏
文
集
』
巻
十
二
所
収
「
長
恨
歌
」
附
載
の
も
の
、
及
び
『
文
苑
栄
華
』
巻
七
九
四
所
載
の
も
の
（
こ
の
二
本
は
同
種
）
。

　
　
B
　
『
文
苑
栄
華
』
巻
七
九
四
に
附
載
す
る
『
発
情
集
』
及
び
『
京
本
大
曲
』
系
統
本
。

　
　
C
　
『
太
平
広
記
』
巻
四
八
六
所
載
の
も
の
。

で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
C
『
太
平
広
記
』
本
に
つ
い
て
は
、
注
辟
彊
『
唐
人
小
説
』
に
「
『
太
平
広
記
』
に
採
る
所
の
も
の
は
或
い
は

剛
削
を
経
た
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
推
定
す
る
如
く
、
A
本
の
刑
略
本
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
問
題
と
す
べ
き
は
A
本
と
B
本
と
の
関

係
、
即
ち
『
文
苑
栄
華
』
巻
七
九
四
に
正
本
と
異
本
と
し
で
併
せ
掲
げ
る
二
本
の
関
係
で
あ
る
。
結
論
か
ら
先
に
言
え
ば
、
筆
者
は
陳

寅
恪
『
元
白
詩
箋
讃
稿
』
　
「
長
恨
歌
」
忙
、

　
　
両
本
の
伝
文
を
読
ん
で
み
る
と
、
通
行
本
（
引
用
者
本
玉
『
白
氏
文
集
』
本
）
の
文
の
方
が
『
麗
情
集
』
本
よ
り
佳
い
よ
う
で
あ
る
。
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『
麗
情
集
』
本
が
陳
鴻
の
原
文
で
あ
り
、
通
行
本
は
白
楽
天
の
輪
帯
を
経
た
も
の
で
あ
る
事
を
疑
わ
せ
る
。

と
あ
る
の
に
同
意
す
る
。
陳
寅
恪
氏
が
必
ず
し
も
明
示
し
て
い
な
い
論
拠
に
つ
い
て
、
今
、
私
な
り
に
以
下
に
補
足
し
て
み
る
。

　
（
イ
）
　
B
本
は
A
本
に
較
べ
て
四
字
句
を
頻
用
し
て
お
り
、
文
意
が
却
っ
て
生
硬
で
あ
る
事
。
つ
ま
り
A
本
は
B
本
を
基
に
し
て
、

文
意
を
分
り
や
す
い
様
に
推
敲
し
た
結
果
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
（
こ
の
逆
の
場
合
は
考
え
に
く
い
。
）

証
例
①
“
B

　
　
　
　
↑

　
　
　
　
A

証
例
②
…
B

　
　
　
　
↑

　
　
　
　
A

証
例
③
遣

　
　
　
　
A

証
例
④
心

　
　
　
　
A

証
例
⑤
”
B

　
　
　
　
↑

　
　
　
　
A

証
例
⑥
毒

　
　
　
　
A

証
例
⑦
毒

　
　
　
　
A

証
例
⑧
日
B

　
　
　
　
↑

　
　
　
　
A

開
元
中
、
六
符
柄
璽
、
四
海
無
波
、
潔
斎
同
人
、
神
和
天
子
、
在
位
歳
久
、
倦
藩
儒
食
。

開
元
中
、
泰
階
平
、
四
海
無
事
。
玄
宗
在
位
歳
久
、
倦
於
旺
食
滞
衣
。

時
歳
十
月
、
駕
幸
開
山
之
華
清
宮
、
浴
於
温
泉
。
内
外
命
婦
、
温
帯
景
從
、
陰
日
絵
波
、
賜
以
湯
浴
。
露
液
不
凍
、
玉

樹
早
芳
、
春
色
澹
蕩
、
思
生
其
間
。

時
毎
歳
十
月
、
駕
轟
轟
清
宮
、
内
外
命
婦
、
耀
濯
景
從
、
浴
日
鯨
波
、
賜
凸
型
沐
、
春
風
毒
液
、
早
藤
其
間
。

緑
雲
生
髪
、
白
雪
凝
膚
、
壷
飾
光
華
、
無
智
宿
患
、
蓋
開
閑
冶
、
如
掌
裏
帝
李
夫
人
。

髪
髪
賦
理
、
繊
穰
中
度
、
畢
止
閑
冶
、
如
漢
武
帝
李
夫
人
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヨ
リ

詔
浴
華
清
池
、
清
瀾
三
尺
、
中
洗
明
玉
、
蓮
開
水
上
、
鶯
舞
曲
中
。

別
疏
湯
泉
、
詔
賜
藻
榮
。

拝
於
上
前
、
回
忌
血
下
、
手
金
釦
翠
羽
於
地
。
上
自
牧
之
。
鳴
呼
、
意
心
紋
質
、
天
王
嵩
置
、
不
得
已
、
而
死
於
尺
組

之
下
。

倉
皇
展
韓
、
寛
就
死
於
尺
組
之
下
。

駐
六
龍
於
馬
…
鬼
道
中
、
君
臣
相
顧
、
孟
月
筆
写
。
不
具
日
、
父
子
桑
舜
、
天
下
大
和
。

（
該
当
す
る
表
現
な
し
。
参
考
“
「
長
恨
歌
」
に
「
施
旗
無
恥
日
色
薄
」
　
「
君
臣
相
顧
壷
需
衣
」
と
。
）

宮
椀
夏
鳥
、
梧
桐
秋
雨
、
春
日
遅
遅
号
恨
深
、
聖
夜
長
長
男
望
急
。
自
死
建
替
、
齋
之
月
、
莫
不
感
皇
恩
、
悼
震
衷
。

時
移
事
去
、
樂
壷
悲
來
。
毎
至
春
之
日
、
冬
之
夜
、
池
蓮
寝
撃
、
宮
椀
秋
落
、
…
…

自
是
南
宮
無
歌
舞
之
思
、
求
諸
夢
而
精
魂
不
離
、
求
諸
神
筆
致
誠
莫
感
。

求
之
夢
魂
、
杏
不
能
得
。
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旧
例
⑨
”
B
　
乃
見
仙
女
数
人
、
相
随
出
戸
、
延
客
至
玉
堂
。
堂
上
裂
九
華
帳
、
有
一
人
泳
雪
姿
、
芙
蓉
冠
、
露
給
被
、
嚴
然
如
在
姑

　
　
　
　
↑
射
山
。

　
　
　
　
A
　
久
之
、
而
碧
衣
延
入
、
且
日
里
諺
出
。
見
一
人
欝
金
連
、
披
紫
給
、
琉
紅
玉
、
曳
鳳
鳥
、
左
右
侍
者
七
八
人
。

　
以
上
に
あ
げ
た
九
例
は
、
B
『
麗
情
集
』
本
が
概
ね
四
字
句
を
頻
用
す
る
生
硬
な
文
体
で
あ
り
、
↓
方
の
A
『
白
糖
文
集
』
本
は
、

同
じ
く
四
字
句
を
基
調
と
は
す
る
も
の
の
、
B
本
に
較
べ
て
文
意
が
明
ら
か
に
す
っ
き
り
し
、
表
現
が
簡
素
化
さ
れ
て
い
る
。

　
（
ロ
）
　
次
に
、
A
・
B
両
本
に
引
か
れ
た
諺
語
・
箴
語
の
問
題
で
あ
る
。

　
B
『
麗
情
集
』
本
に
は
、
楊
貴
妃
の
馬
鬼
で
の
惨
殺
の
場
面
に
、

　
　
叔
向
母
云
、
其
美
必
甚
悪
。
李
延
年
歌
日
、
傾
國
復
傾
城
。
此
藻
魚
也
。

と
あ
る
が
、
A
『
白
氏
文
集
』
本
で
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
B
本
に
、
一
連
の
故
事
の
教
訓
を
述
べ
て
、

　
　
嬉
、
女
徳
、
無
極
者
也
。
死
生
、
大
別
思
惑
。
故
聖
人
節
其
慾
、
制
其
情
、
防
人
之
齪
者
也
。
生
感
其
志
、
死
電
器
情
、
又
如
之

　
　
何
？

と
あ
る
部
分
は
、
表
現
と
位
置
は
異
な
る
も
の
の
、
A
本
に
、

　
　
意
者
不
但
感
其
事
、
亦
欲
懲
尤
物
、
窒
鰍
階
、
垂
於
將
來
者
也
。

と
あ
る
部
分
に
相
当
す
る
。
一
方
、
楊
貴
妃
の
栄
華
を
述
べ
て
、
A
本
に
は

　
　
故
當
時
謡
詠
有
云
、
生
女
勿
悲
酸
、
生
男
慰
書
歓
。
又
日
、
男
不
封
侯
女
作
妃
、
看
悪
婆
爲
野
上
楯
。

と
あ
る
が
、
B
本
に
は
無
い
。
　
（
A
本
の
こ
の
部
分
は
「
長
恨
歌
」
の
「
遂
令
天
下
父
母
心
、
不
重
生
男
重
生
女
」
に
相
当
す
る
。
）

　
こ
こ
に
挙
げ
た
諺
語
や
箴
語
に
就
い
て
も
、
B
本
で
は
や
や
く
ど
い
表
現
を
、
A
本
で
は
か
な
り
す
っ
き
り
と
簡
明
に
表
現
す
る
。

　
（
ハ
）
　
　
「
伝
」
の
識
語
の
問
題

　
最
後
に
、
　
「
歌
・
伝
」
成
立
の
経
緯
を
記
し
た
”
識
語
”
部
分
の
表
現
が
、
A
・
B
両
本
で
大
き
く
相
違
す
る
。
即
ち
、

　
A
　
元
和
元
年
冬
十
二
月
、
太
原
白
樫
天
自
校
露
量
軍
慮
零
屋
。
鴻
露
営
珊
王
事
画
家
於
是
邑
。
暇
日
唐
笠
遊
仙
遊
寺
、
話
及
此
事
、

　
　
　
相
與
感
歎
。
質
夫
銘
酒
丁
丁
天
前
日
、
　
「
夫
希
代
之
事
、
生
山
出
世
二
才
潤
色
之
、
則
二
時
消
没
、
不
聞
藁
筆
。
樂
天
爵
於
詩
、

　
　
　
多
於
開
業
也
。
試
爲
歌
之
、
如
何
？
」
　
樂
天
因
爲
「
長
恨
歌
」
。
（
略
〉
歌
既
成
、
使
鴻
潮
型
。
世
所
不
聞
者
、
予
非
開
元
遺

　
　
　
　
　
「
長
恨
歌
」
か
ら
『
長
生
殿
』
に
至
る
楊
貴
妃
故
事
の
変
遷
（
上
）
（
竹
村
）
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こ
こ
に
あ
げ
た
A
・
B
二
本
の
識
語
の
異
同
か
ら
も
、

か
る
。

畢
酒
於
樂
天
前
日
、

如
何
？
」

記
録
す
る
「
予

A
本
で
は
削
除
さ
れ
る
。

　
今
、
　
（
イ
）
　
（
ロ
）
　
（
ハ
）
に
挙
げ
た
各
様
の
表
現
の
違
い
か
ら
、
A
本
と
B
本
の
成
立
に
関
し
て
、
敢
て
一
つ
の
仮
説
を
立
て
る

事
が
可
能
で
あ
る
様
に
筆
者
は
思
う
。
そ
れ
は
、
陳
寅
恪
も
推
測
す
る
如
く
、
B
本
即
ち
『
文
苑
栄
華
・
』
に
附
載
す
る
『
麗
情
勢
』
系

統
本
が
陳
鴻
の
「
長
恨
歌
題
」
原
文
に
近
い
も
の
で
あ
っ
て
、
A
本
即
ち
『
文
苑
栄
華
』
正
文
及
び
『
白
磁
文
集
』
附
載
本
は
自
居
易

自
身
の
修
業
を
経
た
改
定
本
で
は
な
い
か
と
い
う
事
で
あ
る
。
　
『
黒
氏
文
集
』
巻
十
二
に
附
載
す
る
陳
鴻
「
長
恨
書
伝
」
は
、
ど
う
や

ら
『
白
氏
文
集
』
成
立
の
当
初
か
ら
附
載
さ
れ
て
い
た
と
お
ぼ
し
い
。
ま
た
上
記
の
「
歌
」
　
「
伝
」
成
立
の
経
緯
か
ら
す
れ
ば
、
白
居

易
が
陳
鴻
原
作
の
「
長
恨
歌
書
」
を
逆
に
参
考
に
し
、
必
要
な
部
分
に
手
を
入
れ
て
、
文
意
を
整
え
、
　
『
白
幕
文
集
』
附
載
の
「
長
恨

歌
伝
」
を
完
成
さ
せ
た
過
程
も
十
分
に
想
定
し
得
る
。
A
本
B
本
と
も
に
、
　
「
歌
」
が
出
来
上
が
っ
た
後
に
陳
鴻
の
「
伝
」
が
出
来
た

事
を
述
べ
る
が
、
最
初
か
ら
一
字
も
変
更
し
な
い
完
全
な
最
終
定
稿
が
完
成
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
陳
鴻
の
「
伝
」
文

自
体
も
含
め
、
白
居
易
が
何
度
も
推
敲
を
重
ね
る
過
程
を
通
じ
て
、
白
居
易
の
「
長
恨
歌
」
及
び
『
白
氏
文
集
』
附
載
の
再
思
「
長
恨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　

歌
伝
」
　
（
A
本
）
が
最
終
的
に
完
成
し
た
と
考
え
る
方
が
、
よ
り
妥
当
で
あ
る
だ
ろ
う
。
即
ち
、
A
本
の
末
尾
に
述
べ
る
「
念
書
低
長

恨
歌
云
爾
」
と
は
、
実
際
上
は
自
賛
易
自
身
の
「
長
恨
歌
」
の
伝
疏
に
外
な
ら
な
い
と
筆
者
は
考
え
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
推
測
か
ら
、
も
し
仮
に
「
歌
」
　
「
伝
」
が
こ
の
様
な
経
緯
を
経
て
成
立
し
た
と
す
れ
ば
、
　
『
白
氏
文
集
』
附
載
の
陳
鴻
「
長

民
、
不
得
知
。
世
所
知
者
、
有
玄
宗
本
紀
在
。
今
但
傳
「
長
恨
歌
」
云
爾
。

元
和
元
年
冬
十
二
月
、
太
原
白
居
易
尉
於
甲
屋
。
予
想
螂
主
星
主
夫
家
仙
遊
谷
、
因
暇
日
貰
手
入
山
。
質
夫
於
道
中
豊
春
於
是
。

白
樂
天
、
深
於
思
者
也
、
有
出
世
之
才
、
以
爲
往
事
多
情
而
感
人
也
深
、
黒
藻
「
長
恨
詞
」
以
歌
之
、
使
鴻
傳
焉
。
世
論
隠
者
、

鴻
非
史
官
、
不
知
。
所
知
者
、
有
玄
宗
内
傳
今
在
。
予
所
擦
、
王
質
夫
説
之
爾
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
B
本
に
較
べ
て
A
本
は
文
意
が
一
段
と
分
り
易
く
潤
色
さ
れ
て
い
る
事
が
わ

特
に
B
本
に
「
白
樂
天
、
深
於
思
者
也
、
有
出
世
之
才
、
深
酒
往
事
多
情
而
感
喜
也
深
」
と
あ
る
部
分
が
、
A
本
で
は
「
質
夫

　
　
　
　
　
夫
希
代
之
事
、
非
遇
出
世
之
才
潤
色
之
、
則
描
線
消
没
、
不
聞
於
世
。
樂
天
深
層
詩
、
多
於
情
事
也
。
試
爲
歌
之
、

　
と
あ
る
部
分
な
ど
は
、
明
ら
か
に
A
本
の
方
が
場
面
が
具
体
的
で
あ
り
、
物
語
風
で
分
り
易
い
。
ま
た
、
B
本
の
最
末
尾
に

　
　
　
（
陳
鴻
）
所
擦
、
曲
譜
夫
説
之
爾
」
と
い
う
表
現
は
、
陳
鴻
が
拠
っ
た
楊
貴
妃
故
事
の
出
所
を
明
示
し
た
も
の
だ
が
、
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恨
歌
俵
」
ぱ
、
取
ゆ
も
直
ざ
ず
、
陳
鴻
原
作
ポ
自
居
易
改
作
、
・
．
つ
ま
り
は
白
居
易
自
身
の
作
品
で
あ
る
と
言
う
事
が
で
き
る
。
そ
し
て

そ
の
「
長
恨
歌
選
」
に
於
て
は
、
楊
晶
晶
礼
賛
を
基
調
と
す
る
「
長
恨
歌
」
と
は
違
っ
て
、
　
「
才
智
明
慧
、
善
巧
便
俵
、
先
意
希
旨
、

有
不
可
形
容
者
」
　
「
欲
懲
尤
物
、
窒
餓
階
、
垂
於
將
來
者
也
」
と
い
う
表
現
か
ら
も
明
確
に
見
て
取
れ
る
通
り
、
正
当
な
士
大
夫
と
し

て
の
”
傾
国
の
美
人
”
楊
貴
妃
に
対
す
る
批
判
の
筆
調
が
濃
厚
で
あ
っ
た
。
筆
者
は
、
こ
の
事
か
ら
も
、
自
演
易
が
、
楊
貴
妃
礼
賛
を

主
と
し
た
「
長
恨
歌
」
と
、
楊
貴
妃
批
判
を
紅
じ
ま
せ
た
「
長
恨
歌
伝
」
と
を
ワ
ン
セ
ッ
ト
に
し
て
『
白
幕
文
集
』
巻
十
二
中
に
併
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

し
、
読
者
が
「
歌
」
　
「
伝
」
の
両
作
品
を
併
せ
読
む
こ
と
を
意
図
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
者
で
あ
る
。

四

　
中
晩
病
期
に
お
け
る
楊
爆
心
故
事
を
詠
ん
だ
作
品
の
特
徴
は
、
過
ぎ
去
り
し
盛
唐
の
栄
華
の
回
顧
と
、
そ
れ
を
促
す
眼
前
の
関
連
事

跡
の
衰
落
、
及
び
そ
れ
ら
を
包
括
す
る
楊
貴
妃
故
事
の
物
語
化
に
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。
こ
の
特
徴
を
典
型
的
に
示
す
作
品
例
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
ム
む
　

て
、
元
棋
「
行
宮
」
詩
を
あ
げ
る
。

　
　
蓼
落
古
行
宮
　
宮
花
寂
箕
紅
　
　
蓼
落
せ
り
　
古
行
宮
　
置
花
　
寂
箕
と
し
て
還
し

　
　
白
頭
宮
女
在
　
閑
坐
説
玄
宗
　
　
白
頭
の
宮
女
在
り
て
　
閑
坐
し
て
　
玄
宗
を
説
く

　
僅
か
二
十
字
の
小
品
な
が
ら
、
玄
宗
ゆ
か
り
の
行
宮
の
零
落
し
た
様
子
や
、
曾
て
玄
宗
に
侍
り
、
今
は
曾
て
の
栄
華
の
語
り
部
と
し

て
余
生
を
生
き
る
老
宮
女
の
存
在
が
醸
し
出
す
こ
の
詩
の
詩
境
は
、
ま
さ
し
く
絵
韻
続
続
と
し
て
尽
き
な
い
。
宋
・
洪
遙
『
容
斎
随
筆
・
』

巻
二
に
は
、
　
「
語
少
意
足
、
有
無
窮
之
味
」
と
激
賞
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
さ
て
、
こ
こ
に
描
か
れ
た
”
天
宝
の
遺
民
”
と
し
て
の
「
白
頭
の
宮
女
」
の
存
在
、
及
び
そ
の
老
宮
女
の
語
り
に
耳
を
傾
け
て
い
る

作
者
の
構
図
こ
そ
が
、
実
は
中
晩
唐
期
の
楊
貴
妃
関
連
作
品
の
一
つ
の
特
徴
で
あ
る
。
即
ち
、

　
　
白
頭
病
聖
涙
且
言
（
白
居
易
「
江
南
町
天
寳
樂
嬰
」
）
瀦
　
白
頭
溜
涙
話
梨
園
（
白
居
易
「
梨
園
弟
子
」
）

　
　
宮
邊
老
人
爲
予
語
（
元
積
「
連
昌
宮
詞
」
）

等
々
の
作
品
に
登
場
す
る
老
人
は
、
い
ず
れ
も
天
宝
の
繁
栄
を
物
語
る
生
き
証
人
と
し
て
、
中
唐
の
詩
人
元
積
・
白
居
易
の
面
前
に
於

　
　
　
　
　
「
長
恨
歌
」
か
ら
『
長
生
殿
』
に
至
る
楊
貴
妃
故
事
の
変
遷
（
上
）
（
竹
村
）
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中
国
文
学
論
集
　
第
二
十
四
号

て
、
自
ら
が
体
験
し
た
盛
唐
を
切
々
と
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
杜
甫
の
「
哀
江
頭
」
詩
に
お
け
る
「
少
陵
野
老
呑
聲
契
」
、

ま
た
「
江
南
題
言
学
年
」
詩
で
の
「
落
花
時
節
又
逢
君
」
と
あ
る
動
作
の
主
体
が
作
者
そ
の
も
の
で
あ
る
事
と
比
較
し
て
み
る
と
、
盛

唐
と
中
唐
の
時
代
の
推
移
が
歴
然
と
す
る
で
あ
ろ
う
。
盛
唐
の
盛
時
を
語
る
生
き
証
人
は
、
更
に
言
言
・
宋
代
の
作
品
に
も
特
徴
的
に

出
現
す
る
。
即
ち
、
鄭
嶋
「
津
島
門
詩
」
に
於
て
華
清
宮
の
故
事
を
語
る
旅
宿
の
主
人
は
「
主
翁
年
高
丈
、
自
言
世
事
明
皇
」
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
ハ
タ

宋
・
張
愈
「
騒
山
記
」
に
も
明
皇
に
仕
え
た
遠
祖
の
故
事
を
語
る
九
十
三
歳
の
老
人
が
登
場
す
る
。

　
ま
た
一
方
、
中
晩
唐
馬
に
於
て
は
、
既
に
白
髪
の
老
人
と
な
っ
た
天
宝
の
遺
民
と
同
時
に
、
当
時
を
物
語
る
遺
跡
も
既
に
昔
日
の
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
ま

影
は
無
く
、
衰
落
す
る
に
ま
か
せ
て
い
た
。
こ
の
事
は
、
特
に
華
清
宮
を
詠
ん
だ
詩
篇
に
果
て
顕
著
で
あ
る
。
即
ち
、
杜
牧
「
華
清
宮

三
十
韻
」
詩
に

　
　
碧
管
斜
送
日
　
　
般
葉
半
凋
霜
　
　
送
水
傾
瑠
硬
　
　
疎
風
面
玉
房

　
　
塵
埃
凋
鼓
索
　
　
片
段
蕩
枝
箆
　
　
鳥
啄
擢
寒
木
　
　
蝸
誕
上
書
梁

と
あ
り
、
張
砧
の
「
華
清
宮
和
杜
舎
人
」
詩
に
、

　
　
雀
卵
遺
雛
棋
　
　
巌
縣
胃
書
梁
　
　
紫
苔
侵
壁
潤
　
　
紅
樹
閉
門
芳

と
あ
る
の
は
、
晩
唐
期
に
お
け
る
華
清
宮
の
零
落
し
た
実
写
と
お
ぼ
し
い
。
更
に
、
繰
り
返
す
が
、
憎
愛
の
「
連
昌
隠
詞
」
に
、

　
　
荊
榛
櫛
比
塞
池
塘
　
　
狐
菟
驕
擬
縁
樹
木
　
　
舞
総
轄
傾
基
尚
在
　
　
文
窃
窃
究
紗
猶
緑

　
　
塵
埋
粉
壁
蕾
花
釦
　
　
烏
啄
風
箏
砕
珠
玉
　
　
上
皇
偏
愛
臨
砺
花
　
　
依
然
御
楊
臨
階
斜

　
　
蛇
出
燕
巣
盤
岡
棋
　
　
菌
生
香
案
正
當
衙

と
あ
り
、
ま
た
、
鄭
隅
「
津
陽
門
詩
」
に

　
　
雪
衣
女
失
玉
籠
在
　
　
長
生
鹿
痩
銅
牌
垂
　
　
象
林
塵
理
事
颯
被
　
　
豊
櫓
轟
軽
愚
梨
碑

と
あ
る
の
も
、
中
晩
唐
期
に
お
け
る
華
清
宮
の
零
落
ぶ
り
を
歌
っ
て
真
に
迫
る
現
実
的
表
現
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
、
中
晩
唐
期
に
お
い
て
は
、
盛
唐
の
当
時
を
物
語
る
”
天
宝
の
遺
民
”
も
漸
く
年
老
い
、
且
つ
華
清
宮
を
始
め
と
し
て
当

時
繁
栄
の
限
り
を
尽
く
し
た
遺
跡
も
見
る
影
も
無
く
衰
落
し
て
い
た
事
が
推
察
で
き
る
。
そ
れ
で
は
、
中
黒
唐
墨
の
詩
人
は
、
そ
の
開

元
天
宝
の
盛
唐
時
代
の
象
徴
で
あ
る
楊
貴
妃
に
対
し
て
ど
の
様
な
考
え
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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前
章
に
お
い
て
、
同
時
代
人
と
し
て
の
李
白
・
杜
甫
の
歯
黒
妃
観
に
つ
い
て
見
た
が
、
特
に
杜
甫
に
つ
い
て
は
、
諌
官
左
拾
遺
時
に

撰
し
た
「
北
征
」
詩
に
お
い
て
、
”
国
を
傾
け
た
”
楊
貴
妃
に
つ
い
て
批
判
厳
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。
実
は
中
唐
の
白
居
易
に
つ
い
て

も
、
諌
官
左
拾
遺
時
に
撰
し
た
『
新
楽
府
』
中
に
収
録
す
る
「
李
夫
人
」
詩
に
於
て
、
手
厳
し
い
楊
貴
妃
（
玄
宗
）
批
判
が
あ
る
。

　
　
又
不
見
泰
陵
一
掬
涙
　
　
又
見
ず
や
　
泰
陵
一
掬
の
涙

　
　
馬
鬼
披
下
念
楊
妃
　
　
　
馬
鬼
披
の
下
　
楊
妃
を
念
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
　
と

　
　
縦
令
妊
姿
艶
質
化
爲
土
　
縦
令
ひ
　
妊
姿
・
艶
質
　
化
し
て
土
と
為
ら
し
む
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
こ
し
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　
　
　
　
と
き

　
　
此
恨
長
在
無
錆
期
　
　
　
此
の
恨
み
　
長
に
在
り
て
　
錆
ゆ
る
期
無
し

　
　
生
亦
惑
　
死
亦
惑
　
　
　
生
き
て
亦
た
惑
ひ
　
死
し
て
亦
た
惑
ふ

　
　
尤
物
惑
人
忘
不
得
　
　
　
尤
物
は
人
を
惑
は
し
　
忘
れ
得
ず

　
　
人
非
木
石
皆
有
情
　
　
　
人
は
木
石
に
非
ざ
れ
ば
　
皆
情
有
り

　
　
不
如
不
遇
傾
城
色
　
　
　
如
か
ず
　
傾
城
の
色
に
遇
は
ざ
ら
ん
に

　
白
居
易
は
こ
こ
で
、
　
「
嬰
惑
に
鑑
み
る
也
」
と
し
て
、
女
色
に
惑
っ
て
国
を
傾
け
た
天
子
を
戒
め
る
。
実
は
白
居
易
が
こ
こ
に
述
べ

る
「
尤
物
惑
人
宿
不
得
　
人
非
木
石
皆
有
情
　
不
如
不
遇
傾
城
色
」
と
い
う
表
現
は
、
親
友
元
積
の
「
鶯
中
伝
」
の
末
尾
に
、

　
　
天
之
所
命
尤
物
也
、
不
妖
其
身
、
必
妖
於
人
。
～
予
之
徳
不
足
以
勝
妖
藁
、
是
用
忍
情
。

と
述
べ
る
の
に
、
甚
だ
似
通
っ
て
い
る
。
所
詮
男
側
の
身
勝
手
な
言
い
草
で
あ
る
の
だ
が
、
白
居
易
の
尤
物
た
る
楊
翠
蓋
に
対
す
る
士

大
夫
と
し
て
の
正
当
な
観
念
が
こ
の
新
楽
府
「
李
夫
人
」
に
現
れ
て
い
る
と
見
る
事
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
前
章
に
お
い
て
筆
者
は
、

『
白
山
文
集
』
巻
十
二
に
附
載
す
る
陳
鴻
「
長
恨
歌
伝
」
が
、
白
居
易
自
身
の
手
に
よ
っ
て
推
敲
さ
れ
た
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、

そ
の
末
尾
に
「
意
者
不
惑
感
其
事
、
亦
欲
懲
尤
物
、
窒
響
町
、
垂
於
將
來
者
也
」
と
述
べ
る
の
も
、
実
は
白
居
易
の
考
え
を
自
ら
の
手

に
よ
っ
て
表
明
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
（
こ
の
部
分
の
『
濫
悪
集
』
異
本
の
表
現
は
異
な
っ
て
い
る
。
）

　
ま
た
、
晩
唐
絹
岩
梨
の
「
華
清
宮
」
詩
に
、
次
の
様
に
述
べ
る
の
も
、
屈
折
し
た
表
現
な
が
ら
、
独
特
の
楊
貴
妃
批
判
が
窺
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ぐ
ひ

　
　
華
清
恩
幸
古
無
倫
　
　
華
清
の
恩
幸
　
古
に
倫
無
き
も

　
　
猶
恐
蛾
眉
不
勝
人
　
　
猶
ほ
恐
る
・
蛾
眉
（
注
“
楊
貴
妃
）
人
に
勝
ら
ざ
る
を

　
　
　
　
　
「
長
恨
歌
」
か
ら
『
長
生
殿
』
に
至
る
楊
貴
妃
故
事
の
変
遷
（
上
）
（
竹
村
）

｝
2
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か
う
む

　
　
未
免
被
他
褒
女
笑
　
　
未
だ
免
れ
ず
　
褒
女
の
笑
ひ
を
被
他
り

　
　
只
教
天
子
暫
蒙
塵
　
　
只
だ
天
子
を
し
て
暫
く
蒙
塵
せ
し
む
る
を

　
李
商
隠
は
こ
こ
で
、
駆
山
ゆ
か
り
の
周
の
滅
亡
を
招
い
た
甘
薯
を
引
き
合
い
に
出
し
、
玄
宗
の
蒙
塵
の
原
因
と
な
っ
た
楊
貴
誌
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ね

「
不
勝
人
」
（
人
で
な
し
）
ぶ
り
を
痛
切
に
批
判
す
る
。
戸
崎
論
文
も
「
妖
気
を
持
つ
危
険
な
女
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
中
晩

唐
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
後
の
中
国
に
お
け
る
”
傾
国
の
美
女
”
楊
貴
妃
へ
の
忌
潭
な
い
批
判
は
、
実
に
士
大
夫
と
し
て
の
正
当
な
主
張

で
あ
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
て
み
れ
ば
、
楊
貴
妃
の
ロ
マ
ン
ス
を
突
出
し
て
描
い
た
か
に
見
え
る
白
居
易
「
長
恨
歌
」
は
、
そ

の
後
に
お
け
る
楊
髪
上
像
の
祖
型
と
し
て
中
国
内
外
を
問
わ
ず
甚
大
な
影
響
が
あ
っ
た
が
、
当
初
に
お
い
て
は
、
必
ず
し
も
一
般
的
で

は
な
い
異
例
の
楊
貴
妃
像
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
以
上
を
要
す
る
に
、
中
品
革
製
に
於
て
、
盛
唐
の
繁
栄
と
没
落
の
象
徴
た
る
楊
上
露
は
、
一
方
で
”
傾
国
の
悪
女
”
と
し
て
の
批
判

は
有
り
な
が
ら
、
既
に
”
絶
世
の
美
女
”
伝
説
が
成
立
し
、
流
行
し
始
あ
て
い
た
事
が
判
明
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
”
美
女
”
説
の
典

型
と
な
っ
た
作
品
が
白
居
易
の
「
長
恨
歌
」
で
あ
り
、
そ
れ
を
成
立
さ
せ
た
要
因
と
し
て
は
、
楊
影
壁
没
後
五
十
年
を
数
え
て
、
楊
愛

妃
故
事
が
伝
説
と
し
て
展
開
し
始
め
た
中
唐
、
更
に
は
晩
唐
の
時
代
背
景
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

「
2
2一

五

　
盛
唐
の
繁
栄
と
衰
落
を
象
徴
的
に
物
語
る
も
の
と
し
て
、
そ
の
生
前
か
ら
既
に
種
々
の
伝
説
に
色
濃
く
包
ま
れ
て
い
た
楊
貴
妃
故
事

は
、
や
が
て
晩
唐
・
五
代
を
経
て
、
所
謂
「
豊
玉
聞
」
の
時
代
に
入
る
と
、
自
由
な
想
像
に
よ
る
勝
手
な
文
飾
が
更
に
輪
を
か
け
て
蔓

延
す
る
様
に
な
る
。
我
々
は
主
に
宋
以
後
に
記
録
さ
れ
て
伝
存
す
る
記
事
に
よ
っ
て
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
楊
貴
妃
像
の
変
遷
の
一
端

を
窺
う
事
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
、
新
旧
唐
書
・
資
治
通
塗
・
太
真
外
伝
等
の
史
実
や
小
説
記
録
類
を
参
考
に
し
て
、
主
に
楊
貴
妃
の

出
自
・
最
期
の
描
写
を
手
掛
か
り
に
し
つ
つ
、
所
謂
正
史
記
録
中
に
如
何
に
文
学
的
修
飾
に
富
む
野
史
小
説
の
記
事
が
混
入
し
て
い
る

か
に
つ
い
て
検
証
し
て
み
る
事
に
す
る
。

　
ま
ず
「
太
真
外
伝
」
に
楊
貴
妃
の
出
自
を
「
弘
農
華
陰
人
」
と
す
る
の
は
全
く
の
附
会
で
あ
る
。
弘
農
楊
氏
と
い
え
ば
当
世
の
名
族



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
り

で
あ
り
、
加
え
て
玄
宗
の
玄
献
皇
后
楊
氏
が
正
真
正
銘
の
「
華
州
華
陰
人
」
、
・
で
あ
益
お
こ
ろ
な
ど
か
ら
混
圃
や
附
会
を
招
い
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
伝
え
ら
れ
る
三
姉
妹
や
楊
国
忠
の
粗
野
な
言
動
か
ら
も
、
楊
氏
一
族
が
名
族
の
出
身
だ
と
は
と
て
も
思
わ
れ
な
い
。

　
次
に
、
至
貴
妃
の
貴
妃
以
前
の
身
分
を
寿
王
妃
と
す
る
の
は
、
　
『
新
唐
書
』
の
み
で
あ
り
、
他
の
記
録
類
は
い
ず
れ
も
”
寿
王
府
出

身
”
と
は
言
っ
て
も
、
寿
王
妃
と
は
明
言
し
て
い
な
い
事
も
、
些
細
で
且
つ
大
き
な
差
違
で
あ
る
。
　
『
太
真
外
伝
』
で
さ
え
、
こ
の
部

分
は
「
使
高
力
士
取
黒
氏
女
於
壽
邸
」
と
述
べ
る
の
み
で
あ
る
。
後
世
、
定
説
と
な
っ
た
感
の
あ
る
楊
貴
殿
寿
王
妃
出
身
説
は
、
実
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

『
新
唐
書
』
以
来
の
誤
伝
で
あ
る
と
す
る
姜
龍
昭
謬
説
に
、
筆
者
も
基
本
的
に
同
意
す
る
。

　
そ
し
て
最
後
に
、
黒
斑
妃
の
最
期
の
描
写
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
一
連
の
楊
貴
妃
故
事
の
中
で
、
馬
蒐
で
の
最
期
の
描
写
は
最
も
関

心
を
惹
く
話
柄
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の
反
映
と
し
て
、
以
下
に
羅
列
す
る
如
く
、
そ
の
描
写
は
千
差
万
別
で
あ
る
。

　
　
o
血
汚
遊
魂
蹄
不
得
（
杜
甫
「
哀
江
頭
」
）

　
　
○
宛
韓
蛾
眉
馬
前
死
　
　
翠
耳
金
雀
玉
掻
頭
　
　
君
王
掩
面
面
不
得
　
　
週
看
血
涙
相
器
流
（
白
居
易
「
長
恨
歌
」
）

　
　
o
貴
人
飲
金
屑
　
候
忽
舜
英
暮
（
劉
禺
錫
「
馬
鬼
行
」
）

　
　
o
太
眞
血
染
馬
蹄
審
（
李
益
「
馬
鬼
二
首
」
其
二
）

　
　
o
長
眉
髭
髪
作
凝
血
（
鄭
嶋
「
津
陽
門
詩
」
）

　
　
o
喧
呼
馬
鬼
血
　
零
落
羽
林
槍
（
杜
牧
「
華
清
宮
三
十
韻
」
）

　
　
o
雪
（
一
作
血
）
埋
妃
子
貌
（
張
砧
「
華
清
宮
和
杜
舎
人
」
）

　
　
〇
四
面
之
霜
蹄
践
入
（
黄
酒
「
明
皇
週
駕
経
馬
鬼
賦
」
）

　
　
○
「
践
楊
妃
」
　
（
王
伯
成
「
天
宝
遺
事
諸
宮
調
」
）

　
　
o
萬
馬
蹄
邊
妃
子
亡
（
王
伯
成
「
天
宝
遺
事
諸
宮
調
」
）

　
以
上
に
は
、
詩
賦
作
品
に
お
け
る
楊
鳳
楼
最
期
の
描
写
例
を
掲
げ
た
が
、
劉
禺
錫
詩
例
が
服
毒
死
と
す
る
の
を
除
い
て
、
い
ず
れ
も

従
来
散
文
等
に
於
て
伝
え
ら
れ
て
来
た
維
死
な
ど
で
は
な
く
、
鮮
血
に
ま
み
れ
た
惨
死
で
あ
っ
た
事
を
想
像
さ
せ
る
描
写
で
あ
る
。

　
一
方
、
文
章
表
現
で
の
楊
貴
妃
最
期
の
描
写
は
次
の
様
で
あ
る
。

　
　
o
遂
総
死
於
佛
室
。
　
（
『
曹
唐
書
』
巻
五
一
）

　
　
　
　
　
「
長
恨
歌
」
か
ら
『
長
生
殿
』
に
至
る
揚
貴
妃
故
事
の
変
遷
（
上
）
（
竹
村
）

｝
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o
経
路
祠
下
。
　
（
『
新
唐
書
』
巻
七
六
）

　
　
○
上
乃
命
力
士
引
貴
妃
於
佛
堂
総
殺
之
。
　
（
『
資
治
通
鑑
』
巻
二
一
八
）

　
　
　
　
　
　
　
ハ

　
　
o
遂
維
於
佛
室
。
　
（
挑
汝
能
『
安
緑
山
事
　
』
巻
下
）

　
　
○
倉
皇
展
轄
、
寛
就
死
於
尺
組
之
下
。
　
（
陳
鴻
「
長
恨
歌
伝
」
、
同
氏
文
集
本
）

　
　
○
回
眸
血
下
、
墜
金
銀
翠
羽
於
地
。
　
（
陳
鴻
「
長
恨
歌
伝
」
、
重
爆
集
本
）

　
　
○
力
士
遂
艦
於
佛
堂
前
之
梨
樹
下
。
　
（
楽
史
『
太
真
外
伝
』
巻
下
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど

　
　
○
左
右
以
嵩
続
之
、
陳
其
　
於
寺
門
。
乃
解
其
畠
、
俄
而
整
復
来
、
湯
島
綿
綿
、
遽
用
畠
総
之
、
乃
絶
。
　
（
闘
名
『
玄
宗
遺
筆
』
）

　
先
に
あ
げ
た
詩
表
現
に
比
べ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
文
章
表
現
は
、
こ
の
前
後
の
場
面
描
写
を
考
慮
す
べ
き
と
は
い
え
、
要
す
る
に
楊
貴

妃
絡
愚
説
を
敷
衛
す
る
も
の
で
あ
り
、
先
の
詩
篇
作
品
に
お
け
る
血
ま
み
れ
の
惨
殺
表
現
と
は
異
な
る
。
　
『
新
・
旧
唐
書
』
　
『
資
治
通

鑑
』
等
の
歴
史
書
の
記
述
も
基
本
的
に
は
概
ね
楊
貴
妃
馬
鬼
惨
殺
説
の
立
場
に
立
つ
。
さ
て
、
こ
こ
で
問
題
と
す
べ
き
は
、
一
体
誰
が

楊
貴
妃
の
最
期
の
現
場
に
直
接
に
立
ち
会
い
、
信
頼
し
得
る
記
録
を
伝
え
得
た
か
と
い
う
記
事
の
突
鼻
性
の
問
題
で
あ
る
。
例
え
ば

『
資
治
通
鑑
』
巻
二
一
八
で
は
、
次
の
様
に
楊
貴
妃
の
最
期
の
場
面
を
活
写
す
る
。

　
　
軍
士
園
騨
、
上
聞
喧
謹
、
問
外
何
事
、
左
右
以
國
忠
言
封
。
上
灘
輩
出
騨
門
、
慰
螢
軍
士
、
令
牧
隊
、
軍
士
不
慮
。
上
使
高
力
士

　
　
問
之
、
玄
禮
樹
日
、
　
「
國
忠
謀
反
、
貴
妃
不
宜
供
奉
、
願
陛
下
割
恩
正
法
。
」
上
巻
、
　
「
朕
當
自
訴
之
。
」
入
門
、
面
杖
傾
酋
而
立
。

　
　
久
之
、
京
蔵
司
録
箪
誇
前
言
日
、
　
「
今
衆
怒
難
犯
、
安
危
在
即
刻
、
願
陛
下
速
決
。
」
因
叩
頭
流
血
。
良
日
、
　
「
露
量
常
居
深
宮
、

　
　
安
知
念
忠
反
謀
？
」
高
力
士
日
、
　
「
王
妃
誠
無
罪
、
然
牢
記
鼠
殺
國
忠
、
而
貴
妃
在
陛
下
左
右
、
量
敢
上
安
。
願
陛
下
審
襲
撃
、

　
　
將
士
安
則
陛
下
安
　
。
」
上
乃
命
力
士
引
貴
妃
於
佛
堂
、
経
殺
之
。

　
実
に
リ
ア
ル
な
雲
上
妃
最
期
の
場
面
で
あ
る
が
、
一
体
誰
が
そ
の
現
場
を
こ
の
様
に
リ
ア
ル
に
目
撃
し
、
且
つ
報
告
し
て
記
録
に
残

し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
否
、
む
し
ろ
、
こ
れ
は
小
説
的
修
飾
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
史
実
表
現
と
い
う
よ
り
は
、
野

史
に
依
拠
し
た
小
説
表
現
が
こ
こ
に
”
史
実
”
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
も
の
と
筆
者
は
考
え
る
。

　
以
上
に
あ
げ
た
諸
例
か
ら
も
、
尊
貴
妃
の
最
期
描
写
に
つ
い
て
は
、
実
の
と
こ
ろ
、
正
統
な
歴
史
書
の
記
述
に
お
い
て
さ
え
も
、
雑

多
な
小
説
的
虚
飾
表
現
が
分
ち
難
く
混
入
し
て
い
る
事
が
判
然
と
す
る
。
恐
ら
く
記
録
者
の
誰
も
が
楊
貴
妃
の
最
期
に
自
ら
立
会
っ
た

「
2
4一



こ
と
は
無
く
、
従
っ
て
そ
の
記
録
は
伝
聞
推
測
（
の
祖
述
）
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
詩
文
・
小
説
表
現
な
ら
ば

大
い
な
る
想
像
が
許
容
さ
れ
る
の
だ
が
、
歴
史
記
録
に
於
い
て
も
、
そ
の
詩
文
・
小
説
を
史
料
と
し
て
採
録
す
る
限
り
に
お
い
て
、
小

説
的
表
現
の
混
入
は
不
可
避
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
そ
の
歴
史
書
を
旙
く
後
世
の
読
者
は
、
こ
れ
ら
の
歴
史
記
録
を
等
し
並
み
に
”
真

実
”
の
も
の
と
し
て
、
更
に
独
自
の
想
像
を
駆
使
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
楊
貴
妃
像
を
創
作
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

六

　
以
上
、
楊
貴
妃
の
同
時
代
人
た
る
李
白
・
杜
甫
の
詩
篇
を
始
め
と
し
て
、
白
居
易
・
陳
鴻
を
含
む
中
道
唐
の
関
連
作
曲
、
更
に
は

『
新
・
旧
唐
書
』
　
『
資
治
通
鑑
』
等
の
歴
史
書
に
お
け
る
楊
面
起
故
事
と
そ
の
変
遷
に
つ
い
て
見
て
来
た
。
こ
こ
で
は
、
ま
と
め
に
代

え
、
楊
貴
妃
故
事
の
変
遷
に
つ
い
て
、
主
に
詩
・
小
説
・
散
文
等
に
係
る
文
体
の
変
遷
の
観
点
か
ら
捉
え
直
し
て
み
た
い
。

　
ま
ず
、
同
時
代
人
た
る
李
白
、
杜
甫
の
楊
貴
妃
へ
の
言
及
は
詩
作
品
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
。
こ
の
中
、
李
白
の
「
清
平
庭
蔵
」
は
如

何
に
も
李
白
詩
ら
し
く
夢
幻
的
な
詩
篇
で
あ
る
が
、
露
骨
な
楊
貴
妃
批
判
は
そ
こ
に
は
見
ら
れ
な
い
。
父
子
に
交
わ
っ
た
卑
賎
出
身
の

楊
貴
妃
を
侮
辱
し
た
も
の
だ
と
い
う
批
判
は
、
あ
く
ま
で
別
人
の
解
釈
で
あ
る
。
”
詩
仙
”
た
る
李
白
詩
は
と
も
か
く
、
”
詩
聖
”
杜
甫

の
”
詩
史
”
作
品
と
な
る
と
様
相
は
異
な
り
、
杜
甫
の
経
由
妃
観
が
か
な
り
鮮
明
に
記
録
さ
れ
る
。
　
「
麗
人
行
」
詩
で
楊
貴
店
一
族
の

豪
奢
を
見
物
す
る
杜
甫
は
、
し
か
し
責
任
あ
る
立
場
に
は
な
く
、
無
名
の
大
衆
の
一
人
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
楊
貴
妃
惨
殺

の
翌
年
に
詠
ま
れ
た
「
哀
江
頭
」
詩
で
は
、
天
工
の
盛
時
を
追
憶
す
る
が
、
楊
貴
妃
へ
の
一
方
的
な
同
情
は
詠
み
込
ま
れ
な
い
。
そ
し

て
杜
甫
の
楊
貴
妃
観
が
明
確
に
表
明
さ
れ
る
の
は
、
雄
篇
「
北
征
」
詩
に
於
て
で
あ
る
。
　
「
姦
臣
寛
に
殖
醜
に
せ
ら
れ
、
同
量
随
っ
て

蕩
析
せ
ら
る
。
聞
か
ず
夏
殿
の
衰
へ
し
と
き
、
中
に
自
ら
褒
姐
を
下
せ
し
を
」
と
は
、
ま
さ
し
く
粛
参
朝
の
諌
官
左
拾
遺
の
任
に
あ
っ

た
杜
甫
の
、
国
を
治
む
べ
き
士
大
夫
と
し
て
の
見
識
を
示
ん
だ
発
言
と
受
け
取
れ
る
。
こ
の
他
、
　
「
赴
奉
弟
子
詠
懐
五
百
字
」
詩
に
も
、

丁
度
爵
禄
山
乱
勃
発
時
に
、
玄
宗
と
楊
貴
妃
の
宿
泊
す
る
登
山
華
清
宮
を
過
っ
た
杜
甫
が
眼
前
に
し
た
社
会
矛
盾
が
赤
裸
々
に
描
か
れ

て
い
る
。
こ
こ
に
引
用
し
た
「
北
征
」
　
「
赴
奉
先
縣
詠
懐
五
百
字
」
詩
は
、
い
ず
れ
も
七
百
字
、
五
百
字
に
上
る
雄
篇
で
あ
り
、
杜
甫

の
全
詩
作
の
中
で
も
最
も
情
熱
を
込
め
た
代
表
的
な
詩
篇
で
あ
る
。
そ
の
両
篇
に
顧
て
、
い
ず
れ
も
楊
貴
妃
故
事
が
詠
み
込
ま
れ
て
い

　
　
　
　
　
「
長
恨
歌
」
か
ち
『
長
生
殿
』
に
至
る
楊
貴
妃
故
事
の
変
遷
（
上
）
（
竹
村
）
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る
事
実
は
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
事
は
、
つ
ま
り
、
重
詰
の
繁
栄
の
中
に
生
き
、
安
総
山
乱
の
勃
発
を
眼
の
当
り
に
し
た
無
名
の
詩
人
杜

甫
に
と
っ
て
、
玄
宗
の
愛
妃
た
る
墨
書
妃
が
文
字
通
り
繁
栄
と
没
落
の
象
徴
と
し
て
投
影
さ
れ
て
い
た
事
を
物
語
る
。
杜
甫
自
ら
は
盛

唐
の
繁
栄
の
余
沢
に
与
っ
て
出
世
す
る
事
は
童
に
無
か
っ
た
が
、
後
世
「
詩
史
」
の
評
価
が
与
え
ら
れ
た
詩
人
の
厳
し
い
楊
貴
妃
観
は
、

同
時
代
人
と
し
て
の
楊
貴
妃
像
の
特
質
を
典
型
的
に
表
明
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
次
に
、
中
唐
の
白
居
易
の
時
代
に
な
る
と
、
楊
貴
妃
は
も
は
や
伝
説
上
の
存
在
と
な
る
。
　
「
長
恨
歌
」
　
「
長
恨
歌
伝
」
が
楊
貴
妃
没

後
五
十
年
に
構
想
さ
れ
た
の
は
何
よ
り
象
徴
的
で
あ
る
。
白
居
易
は
自
ら
左
拾
遺
在
任
時
に
詠
ん
だ
『
新
点
府
』
　
「
李
夫
人
」
詩
に
お

い
て
、
楊
貴
妃
批
判
を
展
開
す
る
が
、
こ
れ
は
杜
甫
と
同
じ
く
詩
人
と
し
て
の
正
当
な
見
識
を
示
し
た
も
の
と
見
て
よ
い
。
こ
こ
に

「
長
恨
歌
」
　
「
長
恨
歌
垣
」
に
絡
ん
で
注
目
す
べ
き
事
は
、
唐
代
伝
奇
小
説
と
の
関
連
で
あ
る
。
即
ち
、
沈
既
済
「
枕
中
記
」
・
同

「
任
丸
型
」
・
許
桑
佐
「
柳
氏
伝
」
・
白
行
簡
「
黒
暗
伝
」
・
陳
鴻
「
東
城
老
父
伝
」
等
を
読
め
ば
分
る
様
に
、
糊
代
伝
奇
小
説
の
多

く
が
、
既
に
過
ぎ
去
っ
た
盛
唐
へ
の
羨
慕
を
文
意
に
含
ん
で
い
る
。
　
「
楊
評
伝
」
と
も
名
づ
く
べ
き
「
長
恨
歌
伝
」
も
例
外
で
は
無
い

ば
か
り
か
、
そ
の
代
表
作
品
と
も
目
し
得
る
の
で
あ
る
。
第
三
章
に
於
て
考
察
し
た
如
く
、
　
『
白
氏
文
集
』
巻
十
二
に
附
載
す
る
陳
鴻

の
「
長
恨
歌
伝
」
は
、
そ
の
実
、
白
居
易
の
推
敲
が
加
え
ら
れ
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

　
さ
て
、
　
「
長
恨
歌
」
に
お
け
る
楊
貴
妃
像
は
、
　
「
長
恨
歌
伝
」
が
よ
り
鮮
明
に
楊
貴
妃
批
判
を
展
開
す
る
の
に
比
べ
て
、
む
し
ろ
濃

厚
な
ロ
マ
ン
ス
性
に
富
む
よ
う
に
筆
者
は
考
え
る
。
　
「
長
恨
歌
」
の
主
題
が
何
で
あ
る
か
は
従
来
論
争
喧
し
い
テ
ー
マ
で
あ
る
が
、
こ

こ
で
、
楊
貴
妃
故
事
が
八
四
〇
字
の
長
篇
七
言
古
詩
に
物
語
風
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
「
長
恨
歌
」
の
文
体
の
側
面
も
考
慮
さ
れ
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
白
居
易
「
長
恨
歌
」
（
八
四
〇
字
）
を
始
め
、
元
積
「
連
昌
宮
詞
」
（
六
三
〇
字
）
・
鄭
隅
「
津
陽
門
詩
」
（
一
四
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
ソ

○
字
）
・
杜
牧
「
華
清
宮
三
十
韻
」
（
三
〇
〇
字
）
・
六
畜
「
華
清
宮
和
琴
舎
人
」
（
コ
δ
○
字
）
・
温
庭
筒
「
過
華
清
宮
二
十
二
韻
」
（
二
二

〇
字
）
な
ど
、
中
晩
唐
に
於
け
る
楊
貴
妃
故
事
を
詠
ん
だ
代
表
的
な
詩
篇
の
多
く
が
、
物
語
的
色
彩
を
強
め
た
長
篇
叙
事
詩
の
体
裁
を

取
る
の
で
あ
る
。
こ
の
事
か
ら
す
れ
ば
、
唐
代
伝
奇
中
の
主
要
作
品
で
あ
る
「
長
恨
歌
伝
」
に
、
白
居
易
「
長
恨
歌
」
を
附
載
す
る
の
【

は
、
逆
に
甚
だ
意
味
あ
る
措
置
で
あ
る
。
今
こ
こ
で
、
唐
代
伝
奇
と
楊
貴
妃
故
事
と
の
関
係
に
つ
い
て
十
分
に
述
べ
る
紙
幅
は
残
さ
れ

て
い
な
い
が
、
要
す
る
に
、
楊
急
難
故
事
が
明
晩
唐
の
詩
人
間
に
お
い
て
恰
好
の
詩
材
と
し
て
明
確
に
認
識
さ
れ
て
来
た
事
は
否
め
な

い
で
あ
ろ
う
。
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そ
し
て
最
後
に
、
こ
れ
ら
の
文
人
の
楊
貴
誌
故
事
へ
の
関
心
は
、
詩
ば
か
り
で
な
く
、
小
説
・
散
文
等
に
去
て
も
様
々
の
記
事
を
残

し
た
。
既
に
伝
聞
の
時
代
に
お
い
て
作
ら
れ
た
楊
貴
妃
故
事
は
種
々
の
尾
鰭
が
付
い
て
喧
伝
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
多
く
は
或
い

は
既
に
散
逸
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
『
新
・
旧
唐
書
』
　
『
資
治
重
富
』
等
の
史
書
を
見
て
も
、
楊
貴
妃
故
事
の
か
な
り
の
部
分
が
当

時
の
所
謂
”
野
史
”
小
説
の
類
か
ら
採
録
さ
れ
て
い
る
事
は
驚
く
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
史
官
た
る
宋
・
楽
史
の
『
太
真
外
伝
』

は
、
雑
多
な
楊
貴
妃
故
事
を
手
際
よ
く
ま
と
め
て
読
物
と
し
て
実
に
お
も
し
ろ
く
、
多
く
の
読
者
を
魅
了
し
た
。
こ
の
後
に
作
ら
れ
た

楊
貴
妃
関
連
作
品
は
、
基
本
的
に
は
「
長
恨
歌
」
　
「
長
恨
歌
里
」
に
併
せ
、
こ
の
『
太
真
外
伝
』
に
記
録
さ
れ
た
楊
掌
記
故
事
を
素
材

と
し
て
修
飾
さ
れ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　
こ
う
し
て
、
中
造
機
か
ら
五
代
（
或
い
は
宋
代
）
ま
で
の
楊
貴
妃
故
事
は
、
伝
聞
と
は
言
え
、
楊
貴
男
の
時
代
の
息
吹
を
か
な
り
直

接
的
に
継
承
し
て
来
た
と
言
え
る
。
こ
れ
に
対
し
、
聡
慧
を
経
て
次
の
元
・
明
・
清
代
に
お
け
る
楊
愛
妃
故
事
は
、
む
ろ
ん
従
来
の
債

聞
を
継
承
す
る
と
は
言
え
、
既
に
当
時
か
ら
半
世
紀
以
上
も
隔
た
り
、
盛
唐
や
至
貴
妃
へ
の
関
心
も
中
晩
唐
の
様
に
直
接
的
で
は
な
か
っ

た
。
次
稿
（
下
）
に
検
討
す
る
元
曲
『
梧
桐
雨
』
、
更
に
は
清
曲
『
長
生
殿
』
は
、
こ
う
し
て
楊
恩
讐
故
事
が
ほ
ぼ
完
全
に
伝
承
の
過

程
に
入
っ
た
時
代
に
、
純
粋
に
文
学
作
品
と
し
て
醸
成
さ
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
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（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

　
　
　
　
　
　
註

楊
貴
妃
が
実
は
馬
鬼
で
危
う
く
難
を
逃
れ
、
後
に
日
本
に
渡
っ
た
と
い
う
風
聞
が
あ
り
、
山
口
県
油
谷
町
に
”
楊
貴
妃
墓
”
も
実
在
す
る
。

こ
れ
は
箕
箒
妃
が
日
本
で
も
痛
く
好
ま
れ
た
証
書
の
一
で
あ
ろ
う
が
、
中
国
・
日
本
双
方
の
資
料
か
ら
も
確
た
る
証
拠
は
見
つ
か
ら
ず
、

ま
た
当
時
の
情
況
か
ら
し
て
も
、
こ
の
風
聞
の
信
愚
性
は
疑
わ
し
い
。

楊
貴
妃
が
殺
さ
れ
た
馬
鬼
と
、
　
「
長
恨
歌
・
伝
」
が
構
想
さ
れ
た
仙
遊
寺
と
は
、
溜
水
を
挟
ん
で
約
二
〇
㎞
を
隔
て
る
。

李
白
の
こ
の
故
事
に
つ
い
て
、
清
平
調
詞
と
共
に
、
童
叡
の
偽
作
と
す
る
翼
翼
明
氏
「
李
白
《
清
平
調
》
詞
三
首
辮
偽
」
　
（
『
文
学
遺
産
』

一
九
八
○
年
第
三
期
）
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
従
来
の
定
説
に
拠
っ
て
立
論
し
た
。

ま
た
楽
史
「
李
翰
林
別
集
序
」
。

杜
甫
と
楊
貴
妃
に
つ
い
て
、
吉
川
幸
次
郎
『
杜
甫
私
記
』
所
収
「
金
満
膜
」
　
「
崔
翁
書
斎
」
　
「
博
愛
遺
事
」
　
「
先
帝
貴
妃
」
　
（
以
上
『
全

「
長
恨
歌
」
か
ら
『
長
生
殿
』
に
至
る
楊
貴
妃
故
事
の
変
遷
（
上
）
（
竹
村
）
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中
国
文
学
論
集
　
第
二
十
四
号

集
』
十
二
）
、
　
『
杜
甫
詩
注
』
一
所
収
「
哀
江
頭
」
　
「
麗
人
行
」
盛
粧
等
を
参
照
。

戸
崎
哲
彦
氏
「
同
時
代
人
の
見
た
楊
貴
妃
一
李
白
・
杜
甫
の
詩
歌
に
お
け
る
比
擬
表
現
を
中
心
に
し
て
一
」
　
（
京
都
大
学
『
中
国
文

学
報
』
四
三
、
一
九
九
一
年
）
。
な
お
、
楊
貴
妃
の
「
玉
環
」
　
「
太
真
」
と
い
う
字
号
に
つ
い
て
も
、
西
王
母
や
上
元
夫
人
の
名
工
と
混

同
さ
れ
た
嫌
い
が
あ
る
旨
を
、
九
大
外
人
教
師
康
保
成
氏
か
ら
教
示
を
受
け
た
。
　
『
太
平
広
記
』
巻
二
十
所
収
「
仙
伝
拾
遺
」
、
　
「
漢
武

内
伝
」
、
　
『
癸
辛
雑
識
』
前
集
、
　
『
少
輔
山
房
筆
叢
』
巻
四
三
、
　
『
太
平
広
記
』
巻
五
七
所
収
「
神
仙
伝
」
等
の
諸
書
を
参
照
。

取
爾
本
傳
文
讃
之
、
即
毘
通
行
本
之
文
較
曽
於
通
情
本
。
頗
疑
麗
情
本
爲
陳
氏
原
文
、
通
行
本
乃
経
樂
虚
血
捌
易
。

宋
・
難
名
『
五
色
線
』
所
収
の
陳
鴻
「
長
恨
歌
伝
」
に
は
、
「
貴
妃
賜
浴
華
池
、
紙
工
三
尺
、
中
洗
明
玉
、
政
出
水
、
力
役
不
勝
羅
縫
」

と
あ
り
、
B
『
麗
情
集
』
本
に
近
い
。

魯
迅
「
稗
辺
小
輩
」
に
、
　
『
麗
情
集
』
及
び
『
京
本
大
曲
』
本
の
「
長
恨
歌
伝
し
　
（
B
本
）
に
就
い
て
、
　
「
疑
経
張
君
房
輩
増
改
、
油
島

観
覧
、
不
足
擦
。
」
と
す
る
の
は
従
え
な
い
。
本
稿
証
例
で
検
討
し
た
如
く
、
張
君
房
の
増
心
地
（
B
本
）
が
A
本
よ
り
「
観
覧
に
便
」

だ
と
は
思
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

拙
稿
「
梅
妃
か
ら
見
た
『
長
生
殿
』
の
尊
貴
昇
平
」
　
（
『
日
本
中
国
学
会
報
』
四
七
、
一
九
九
五
年
）
参
照
。

一
に
王
建
作
と
す
る
。

拙
稿
「
白
居
易
と
天
宝
の
遺
民
」
　
（
九
州
大
学
『
文
学
研
究
』
八
四
、
一
九
八
七
年
）
参
照
。

宋
・
劉
斧
『
青
項
高
議
』
前
集
巻
六
所
収
。

拙
稿
「
中
晩
唐
に
お
け
る
華
清
宮
の
零
落
」
　
（
九
州
大
学
『
文
学
研
究
』
八
七
、
一
九
九
〇
年
）
参
照
。

玄
宗
元
献
皇
后
楊
氏
、
華
州
華
陰
人
（
『
新
唐
書
』
巻
七
六
）
。

姜
龍
昭
氏
「
考
謹
楊
貴
妃
二
項
新
襲
見
」
　
（
中
国
台
湾
輔
仁
大
学
『
輔
仁
学
誌
』
人
文
学
部
二
十
二
期
、
一
九
九
三
年
）
。

杜
牧
『
奨
川
文
集
來
註
』
巻
二
所
収
「
華
清
宮
三
十
韻
」
附
註
。
墨
書
の
考
察
に
つ
い
て
は
、
許
山
秀
樹
氏
「
『
焚
川
文
集
爽
注
』
の
成

立
と
版
本
」
　
（
早
稲
田
大
学
『
中
国
文
学
研
究
』
二
十
、
一
九
九
四
年
）
に
詳
し
い
。

拙
稿
「
『
華
清
宮
、
和
杜
舎
人
』
詩
の
作
者
は
誰
か
」
　
（
『
九
州
中
国
学
会
報
』
三
十
、
一
九
九
二
年
）
参
照
。
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